
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低山でも油断大敵！ 
 令和７年４月末までに発生した山岳遭難 22件うち、約半分の 13件は、

標高 1000m未満の低山で発生しています。 
 埼玉県内は、比較的登りやすい低山が多く、登山者や遭難者の中には、

登山届について 

 「低山だから、必要ない」 
 「遭難する山ではないから、必要ない」 

 「いつも登っているから、必要ない」 

と言う方も少なくありません。 
 登山届の作成・提出は、安全登山の第一 

歩ですので、ゆとりある計画と行動で事故 

防止に努めましょう。 
  

 埼玉県警では、登山地図アプリの「コンパス」「ヤマップ」「ヤマレ

コ」の３社と連携協定を締結しています。 
 これらのアプリは登山の計画を立てる際にも、登山中に地図を確認

するにも大変便利な機能がついており、万が一遭難してしまった場合

には、家族や救助機関への通報が早期に行われるほか、ＧＰＳの位置
情報により、遭難者の早期発見につながる可能性も大きくなります。 

 登山する際は、是非、登山アプリを有効活用してください。 

～登山届はコチラ！～ 

～登山地図アプリを有効活用しよう！～ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生日 山岳名 年齢 性別 態様等 

３月１日 古御岳 40代 女 
登山中、立木に手をかけ際、バランスを崩し左肩を脱臼した

もの。 

３月７日 伊豆ヶ岳 60代 男 木の根に左足を挟み、捻ったもの。 

３月９日 武甲山 20代 男 
大杉広場から山頂までの間のいずれかの個所で道に迷った

もの。 

３月 15日 三峰山 70代 男 
神社の参拝に訪れた観光客が誤って登山道に入り込み、道に

迷った末、積雪のある斜面で行動不能となったもの 

３月 21日 酉谷山 40代 男 
積雪（30～60 ㎝）に対応できる装備を所持しておらず登山

道上で行動不能となり、救助要請したもの。 

３月 24日 堂平山 80代 男 
認知症を患う男性が所在不明となり、山林内の斜面で生存発

見したもの 

４月 6日 椎ノ木山 50代 男 
胸を押さえながら体調不良を訴えた後、意識呼吸がなくな

り、同行者が救助要請し、病院搬送されるも死亡。 

４月 16日 鐘撞堂山 50代 男 

登山のトレーニングのため、山中を往復していたところ、脱

水症状（悪寒、手足の痺れ、息苦しさ）により、自力下山が

困難となったもの 

４月 19日 秩父御岳山 10代 女 
山岳部の部活動中、登山道から足を踏み外し、１００メート

ル滑落したもの 

４月 26日 武甲山 60代 男 約 20年振りの登山で疲労困憊となり行動不能となった。 

４月 27日 観音山 
70代 女 下山中、登山道から分岐している作業道に迷い込み救助要

請。 
70代 女 

４月 30日 棒ノ嶺 50代 男 
白孔雀の滝手前で道を間違え、登山道に戻ろうとしたとこ

ろ、足を滑らせ約５メートル滑落したもの。 

～最新の山岳遭難情報はコチラ！～      

山岳遭難（令和７年３月～４月） 

 埼玉県警では、山岳遭難情報や登山する際の注意事項を随時発信し

ており、滑落場所などの遭難現場の写真もアップしています。 
 下記、二次元コードからアクセスできますので、ぜひフォローして

いただき、登山の参考にしてみてください。 

   


